


















四隅にある 4体の守護尊，下層基壇四面 5ヶ所の階段（現在は如来座像 5体）に配置していた金










































































































い。長方形の胃宿・婁宿・奎宿以外の，昴宿（幅 76cm高 68cm）・畢宿（幅 68cm高 68cm）・觜













































































東面左像 東面右像 西面左像 西面右像




① ② ③ ④
図 8－3　龍淵寺戒壇四隅の守護尊（①～④）
（www.donghwasa.net/?c=7/268/237&uid=2575&PHPSESSID）




























































なる 3体を 8回繰り返して計 24体を配する。7世紀創建の仏塔である通度寺戒壇の基壇には，
幅 68～80cm（左右が切断されていない完形）高 68cmの 28体が配される。このように，通度寺
七星神は，創建年代や法量及び図像，配置方式と数において，四天王寺の守護尊と多くの共通点
が認められる。








































東面尾宿 東面房宿 東面亢宿 西面奎宿
仁容寺址　夜叉 雲門寺　摩睺羅伽 崇福寺址　摩睺羅伽 陳田寺址　阿修羅
西面胃宿 南面軫宿 南面柳宿 北面室宿
















































































































































図 8－3　www.donghwasa.net/?c=7/268/237&uid=2575&PHPSESSID（2021年 1月 12日）
図 10　www.beopbo.com/news/articleView.html?idxno=101299（2021年 1月 12日）
図 12　蔚山博物館『蔚山博物館特選遺物歴史編古代 1』2015

